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時 期 イ ベ ン ト 備 考
1月下旬 初市（だるま市） 商工会 1月の第 3日曜日、若しくは第 1日曜日
2月 節分祭 雷電神社 節分の日（毎年移動）
2月 節分祭 高鳥天満宮 節分の日（毎年移動）
2月 高鳥天満宮例祭 高鳥天満宮 2月の最終日曜日







7月下旬 板倉まつり ふれあい通 7月最終土曜日
8月上旬 渡良瀬遊水地花火大会 谷中湖 8月第 1土曜日




4月末～10月末 揚舟ツアー 群馬の水郷 7月、8月連休
10月上旬～下旬 コスモスまつり 大新田 麦作団地
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の可能性」をも含意する用語としても使用されるようになってきている。
また、近年では上記のような統治（政治）における質を表すだけではなく、「コーポレート・ガバナン
ス（企業経営の質）」や「IT・ガバナンス（情報システム（技術）の管理・運営の質）」のように企業経
営や組織（システム）管理の分野でも多用されるようになってきている。
(注 3) 東洋大学板倉キャンパスの地域貢献
東洋大学板倉キャンパスの国際地域学部と生命科学部は平成 9年度の創設以来、さまざまな周辺市町
村との交流・貢献活動を実施してきた。その最も大きなものは平成12～13年度にかけて行われた板倉町
の第 4次総合計画の策定作業への協力であり、国際地域学部の18人の教員がそれぞれの専門分野におい
て板倉町民とともに参加して大きな役割を果たした。同総合計画は平成14年度から板倉町において実施
に移されている。また、館林市に対しても各種の共同プロジェクトを実施している。その他、留学生に
よる国際交流事業への参加や学生が近隣の市町村役場でインターンシップに従事するなど、周辺市町村
との協力関係はますます盛んになっている。
(注 4)“わいわいきまぐれWORKSHOP”について
板倉ニュータウンに住み着いたお母さん方が子供を媒介として自分たちの親睦と地元の旧住民との交
流を目的として創り上げたボランティア組織である。ホームページの作成や年間を通じた定期的なイベ
ントを立ち上げるなど、活発な活動を繰り広げている。
(注 5)“いたまぐ”について
“いたまぐ”は「板倉町メールマガジン」の略称であり、板倉町と東洋大学板倉キャンパスとが連携し
て実施している。主として板倉町民を対象として平成15年度から開始した広報・情報交流活動である。
板倉町側は役場の企画財政課が主管し、職員 2名が担当している。一方、大学側は教員と学生で構成す
る「地域情報研究会」の活動として実施しており、複数の教員と十数名の学生が参加している。情報収
集や取材、編集などの大部分は学生が担っており、その活動はインターンシップ科目の履修として認め
られ、その活動に関するレポートが評価された上で単位の取得が可能となっている。
“いたまぐ”の情報は 6週間ごとを目途に発信され、登録した会員（板倉町民を中心に現在は約500名
に達している）に配信されている。双方向の通信が可能なので会員側からのレスポンスや情報提供も多
く、町内を中心とした情報交流の活性化に貢献している。“いたまぐ”の町内への普及が進むにつれて取
材に当たる学生たちの人気も上昇中である。今後は活動の対象地域を拡大することも検討することとし
ている。
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